


月号５

5
５月・６月のお休みの日

■の日は休館日・館内整理日

●「ちへいせんのみえるところ」　【絵本】 
　　　　　　　　　　　　　　　　長 新太／作　絵本塾出版／出版

あいのひもくじ

こころをつなぐ　明日をつなぐ　 家族の真ん中に　家読（うちどく）
 家読とは、家族みんなが顔をそろえ読書を通じて家族のきずなや読書習慣
を深めていく活動です。まずは、一冊の絵本から。
図書館・図書室も応援しています。

愛野図書室だより
【開館時間】午前１０時～午後６時【休館日】毎週月曜（月曜祝日の場合は翌日）・毎月末　　
【利用冊数・期間】本、雑誌：ひとり１０冊　２週間 ・ DVD：ひとり３本　１週間　　
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新刊案内
０・１・２歳むけ  おはなし会

もこもこ
日時：5/２３(金）・６/２７(金）

１１時００分～１１時３０分
場所：愛野図書室(おはなしの部屋）

どちらも申込み不要

お知らせ

 おはなし会
愛のおはなしの部屋

日時：5/１７(土）・６/２１(土）
１０時３０分～１１時３０分
場所：愛の夢未来センター２Ｆ和室

25日

職員紹介
　４月から愛野図書室の一員とし
て勤務している新しい職員を紹介
します。
　朝永信幸（ともながのぶゆき）
さんは、愛野町のご出身です。
愛野小・愛野中の児童・生
徒のみなさんの大先輩です。
よろしくお願いします。

みなさん、よろしく
お願いします。

みんなをまっている

（日）

までだよ

が本

お問合せ：愛野図書室(毎週月曜・月末は休館) ☎0957-36-0616

●「亡霊の烏」【物語】阿部 智里／著　文藝春秋／出版
　…博陸侯雪斎が独裁を敷く<山内>で、<登殿の儀>を経て皇后を選ん
　金烏代・凪彦。しかし、ふたりの間に子が生まれる気配はない。
　一方、谷間出身者たちの叛乱を生き延びた少年・トビは、北家の朝
　宅で博陸侯の母と出会い…。

●「明治・大正・昭和の変な広告 懐かしくて楽しい、時代を映したメ
　　ディア!!」【広告・宣伝】　福田 智弘／著　河出書房新社／出版

●「やなせたかし アンパンマンを生んだ愛と勇気の物語」
　　【読みもの】　平凡社／出版

●「戦火のあとで」【詩・うた】  
　　　　　　　　　　宮川 健郎／編　汐文社／出版
　…戦争を見つめた作家たちの詩、児童文学、小説をまとめたアンソ　
　　ロジー。いぬいとみこ「川とノリオ」、田村隆一「立棺」、遠藤
　　周作「カプリンスキー氏」、今江祥智「あにい」など9編を収録。

●「ねんねんよう」【絵本】  
　神沢 利子／ぶん，鎌田 暢子／え出版：福音館書店　(0.1.2.えほん)

決定
‼

これまでに本屋大賞を受賞した作品や今年の本屋大賞ノミネート作品など、本屋大賞
に関連する本もたくさんあります。みなさまのご来室をお待ちしております。

法務局に勤める野宮薫子は、溺愛していた弟が急死して悲嘆に暮れていた。
弟の元恋人・小野寺せつなに会い、彼女が勤める家事代行サービス会社「カフネ」の活動を手伝うことに…。

発掘部門：「ないもの、あります」
   クラフト・エヴィング商會／著
   ちくま文庫／出版　

「カフネ　Cafuné」
阿部 暁子／著　講談社／出版

翻訳小説部門：「フォ－ス・ウィング―第四
騎竜団の戦姫―」レベッカ・ヤロス／著

   原島文世／訳　早川書房／出版
第22回
本屋大賞


